
再転会話動穀皆
一抹頼＿⊥蕨二着ニュース

2016年9月18日

No．821

ケタイは　DPD一任招・aタ詣

日　本典　麗党
よ　　ね　だ　　　　　　　　稔

米田みのるです
＞事務所84十2777　＞県議会埋室823－9524　＞自宅84十5468高知市長浜島飛手前

繍讃霞態諒 凵@ら／ ∴∴∴息∴三∴ 辨<��遜撥鱗輪÷二 剪�∴∴：∴∴∵ ∴∴∴ ∴∴∴∴ ����ｨ�ﾔ��∴∴∴ 奈／／三‾ 畿ノ；－ 劔劍ｶ9o)}騷8傀�鞴��劔>R�／潔 

滋 � � 劔＼ノー ������ 

∴∴ ��劔 劔 劔 

］＼’／／† ��劔 劍�����伜��H�ﾈ*ﾙ�b�

／－＼‾美 ��������������饗 劔∵ ∴∴ ��hu����緩 ���������ｩ?�������高 言∴：∴ �� 

／敏／， 凵Z〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇00000腰， 劍���h������������儉����������剏� � 凵f濫獲三二　一‾鵜 

rlS00°－ � 劍��������)-H*ﾈ���2�����XｴXｬ仂���+R�����������2�

／　　　　〈 ��h�#���&��� � 剪� 劔zh����� 

喋嫁稲敷　　＿ � 剪�ぐ＿気へ＼ 劍����4ﾈ�ｸ�����

∴∴∴　　　　　　　　　∵年「：∴ 劔剪�

A q副0日高知城杯イしそ開／睦

11吻MNi偽nW研一Nj偽証NI砿碑擁一薄〟細雨物言薄砿細吻lぶり偽約1伽薄iI低調i勿Ii心

外国朝腹人肌

前期こ入管鹿韻など㊨

堯構・輔＠ 
綿謙念ご葉肉 
♭9月25畠㊥航6：30へ8 

♭日本扶萬栄索郎郵師（命良） 一よフぼ法律季麗辞皿町角諺 

土工靭相談、米田か伺います 

〆よね（約ちゃんの

戻
祝
を
い
地
点
に
ま
で

共
蘭
の
流
休
を
押
し
上
げ
虚

の
畳
怒
（
平
和
・
虞
亨
牽
新
の
串
本
を
め
ざ
す
宙

畑
痕
の
会
）
m
総
合
に
夷
域
・
団
体
客
／
修
企
多
種
。

誓
董
憲
善
愛
葬
．
詮
蓬
で
霊
宣
冨
ハ
の

＃
斗
宮
を
な
鷲
を
霧
か
唾
参
会
居
り
な
い
し
戻
れ
な

‖
理
恵
に
妻
ネ
ー
寄
－
の
琉
机
を
挿
し
烹
芝
電
∴
￥
レ
で
輿

虜
つ
を
慈
恵
蒙
る
墓
園
ヴ
く
り
の
茎
毯
場
、
穿
新
種
の

役
割
、
を
稜
鯛
．
秦
諭
せ
庵
下
元
連
語
、
・
発
露
義
徳
・
面

罵
三
業
垂
露
語
焦
萎
蓄
し
ぎ
レ
毛

措
自
問
念
の
q
目
血
縁
合
に
ゆ

信
望
）
え
を
質
嬰
畠
窒
雇
栄
へ
。

経
清
の
瑤
麿
牢
縁
石
誓

箆
罷
欝
（
崎
寄
書
箆
．
峰
軍

2
6
竿
け
膏
等
対
し
＾
の
吋

桓
県
内
詩
寡
聞
圃
拡
大
へ
、
繰

関
・
入
管
専
施
政
麗
（
貿
漉
該

討
）
南
郷
叔
露
置
物
徳
の
魅
力

建
値
．
貧
富
惹
け
傍
晦
筏
傑
め

ざ
し
畠
蒜
の
肇
き
蒙
墓
薄
暮

安
寧
宵
か
晃
立
蕩
非
稽
建

部
教
組
稼
化
．
雷
露
管
療

豊
繋
、
一
一
を
亜
援
電
蓄
藷

井
手
常
吉
肌
で
い
害
す
。

＼
生
害
こ
ご
つ
～
匂
う

負
け
で
定
家
否
か

④
稜
振
起
密
事
の
舜
労

弁
斗
●
日
露
前

遥
か
自
責
・
藷
努
力

に
急
電
卓
え
で
い
る
の

で
レ
ナ
、
つ
．

初
の
で
・
勇
い
、
挟
み
書

レ
声
．
小
学
館
発
行
の
1

サ
e
カ
的
婁
し
。

〝
霧
遠
雷
賞
の
〝
蘇

り
畝
あ
や
し
ガ
を
妙
ペ
ー

ダ
に
n
そ
っ
て
、
懇
意
的

馨
竺
方
的
な
聾
。

〝
赤
猿
の
1
蔓
の
顔
：

な
ど
と
古
。

安
曇
レ
伝
え
ろ
新
聞
．

霧
、
宴
と
と
ろ
に
ザ

藍
屋
窓
紫
琵
襲

い
露
を
′
．

㊨
岬
白
ば
で
磐
の
早

同
穴
以
上
井
高
移
入
。
（

セ
鱈
か
沖
％
）
人
口
臭
や

含
嵩
確
草
魚
稗
．
高

河
馬
取
、
と
．

二
着
心
よ
り
誇
蓄

び
申
し
上
げ
家
す
。
わ
参

り
藷
童
登
竜
喜
多

嘗（。
④
棲
雪
）
窪
レ
で

幸
つ
い
、
孫
平
ら
と
テ
レ

ビ
電
話
二
喝
し
い
希
有
つ


